
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 応援しています！ － 

 どのグループもよく勉強されていて、わかりやすい発表でした。コミュニケーションの発表では、

傾聴の心得「SOLER」など初めて聞く言葉も、よく理解できました。こんなによく勉強されている

留学生の方たちには、ずっと日本に留まっていただきたいと思いますし、日本の学生の方たちも、今

の気持ちを持ち続け、これからも誇りを持って介護の仕事にたずさわっていただければと思いまし

た。もう一つ、介護体験を通して、介護される人へのコミュ二ケーションも大切にしつつ、家族との

コミュニケーションもぜひ大切にしていってほしいと思います。           （なかじまみちよ） 

 

 2 月 7 日(金)、国立市富士見台にある東京 YMCA 医療福祉専門学校で、介護福祉科 1 年生の 1 年

間の学習成果発表会が開かれ、学生 60 名と共に、市内から約 20 名が参加、ひらや照らすからも 3

名参加しました。同校とは、海外からの EPA 介護福祉士候補者の人たちが、授業の一環でひらや照

らすを訪問したり、介護福祉科学生有志がおれんじメモリーカフェに参加したり、こちらからも学園

祭に出向いたりといったかかわりが以前から続いています。 

 この日の発表会のために、1 年生は、４～５人のグループで討議を重ねながら発表資料を準備され

たとのこと。認知症の理解やコミュニケーションなどの課題について、順々にグループ発表があり、

参加者の質問にも積極的に答えてくれました。日本人学生だけでなく、ベトナム、ミャンマー、ネパ

ールなどアジアの国々からの留学生も多く、また家族の介護や他の職業を経て志した方もおられ、互

いに協力し合って熱意あふれる発表でした。以下、参加者の感想です。 

－ 学ぶ喜びと、生きる輝きと － 

 テーマが伝えられてから仕上げまでわずか４日間で、分担しあい発表の場に臨んだ 1 年生 8 グルー

プの報告。頑張ってやってきたことが心の奥から感じられました。それは学びを喜びに､さらに生き

方の目標にまで考えている彼らの努力を惜しまない姿であり､誠実さでした。そして学びが喜びと自

信に繋がるよう､ていねいな対話と関わりを通して授業にあたられている先生､そして学校の姿がそこ

に感じられました。前半で帰る予定を終わりのグループ懇談(留学生)まで参加しました。国の違いや

家族の思いを背に日々のバイトや食事作りに励む姿は､その笑顔と共に素敵でした。 （たなかゆうじ) 

    おれんじメモリーカフェには、これまで主に 2 年生の学生が参加してくれていましたが、２

月のカフェには、1 年生の男子学生 3 名が先生と一緒に初参加！発表会をはじめ、認知症や介護にま

つわる様々な思いや体験をみんなで語り、耳を傾け合いました。世代を超えたふれあいを通して、互

いに支え、力をもらっているように感じます。学生から学生へとバトンが引き継がれ、こうした地域

のつながりがこれからも続いていくことを願っています。              （むらたやすこ） 
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 日常生活に支援が必要な方に対して、お手伝い（例えば､買い物､調理などの家事､庭の除草など）

をしてくれる事業者が市内には複数あります。お困りの方は一度ご相談されてはいかがでしょうか。 
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